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日召

埼
玉
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団

連
動
し
、
周
辺
市
町
村
の
協
力
を

得
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
様
々
な
議
員

提
出
条
例
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
六
月
定
例
会
で
は
、
児
童
、

障
害
者
、
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待

を
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
「埼

玉
県
虐
待
禁
止
条
例
」
を
制
定
致

し
ま
し
た
。
九
月
定
例
会
で
は
、

自
転
車
事
故
の
被
害
者
を
救
済
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
転
車
保
険

の
加
入
を
義
務
付
け
る

「埼
玉
県

自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
を
制
定
致
し
ま
し
た
。
更
に
、

十
二
月
定
例
会
に
於
い
て
は
、
小

規
模
企
業
の
事
業
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「埼

玉
県
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」

を
制
定
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

制
定
に
よ
り
全
国

一
の
議
員
政
策

条
例
数
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
県
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
県
政
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
自
民
党
県

議
団
へ
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

団

長

ご

挨

拶

長

小

一置
　
智
⌒
新

年

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
埼
玉
県
議
会

自
由
民
主
党
議
員
団
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
県
議
会
議
員

の
４
年
の
任
期
も
４
年
目
を
迎
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議

会
の
最
大
会
派
と
し
て
県
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
県
政
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
時
代
の
変
化

に
即
応
で
き
る
政
策
を
立
案
す
る
こ

と
で
、
県
民
の
側
に
立
っ
た
県
政
運

営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
自
民
党
県
議
団
が
県
政
を

リ
ー
ド
す
る
責
任
の
も
と
、
様
々
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
の
主

信

な
施
策
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
国
の
示
す

「第
五
期
科

学
技
術
基
本
計
画
」
に
よ
り
示
さ

れ
た
、
情
報
社
会
に
次
ぐ
第
５
の

新
た
な
社
会
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
生
み
出
す

「８
∩
一の
計ヽ

・２

を
埼
玉
県
が
リ
ー
ド
し
、
埼
玉
県

発
展
の
起
爆
剤
に
す
る
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
自
民
党
県
議
団
が
提
案
し
実

現
し
て
い
る
も
の
で
、
一〇
引
や
人
工

知
能
な
ど
を
用
い
た
技
術
の
集
積

地
と
し
て
、
県
農
業
大
学
校
跡
地

を
活
用
し
、
産
官
学
の
連
携
の
も

と
に
進
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
国
の
未
来
投
資
促
進

法
や
新
た
に
創
設
さ
れ
る
国
家
戦

略
特
区

（サ
ン
ド
ボ
ツ
ク
ス
）
と

埼
玉
県
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
を

自
民
党
発
議
で
提
案
・成
立
し
ま
し
た
‐

こ
の
条
例
は
、
小
規
模
企
業
が
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び

地
域
住
民
の
生
活
の
向
上
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、

小
規
模
企
業
の
振
興
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
小
規
模

企
業
の
事
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
県
経

済
の
活
性
化
及
び
県
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
条
例
案
に
基
づ
き
、
県
が
小
規
模
企
業
の
振
興
施
策
を

一
層
積
極
的
に
進
め
、
ま
た
、
地
域
の
多
様
な
主
体
が
適
切

に
支
援
、
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
小
規
模
企
業
の

持
続
的
発
展
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
経
済
が
活
性

化
し
、
県
民
生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

条例を議員提案する本会議の様子
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県
西
部
地
区
に
来
来
産
業
集
積
拠
点
を
整
備
！

自
民
党
県
議
団
の
提
案
が
加
速
す
る
！

埼
玉
県

・
西
部
地
域
は
関
越
道
と
圏
央
道
が
交
差
す
る
鶴
ヶ
島
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
交
通
の
優
位
性
を
活
か
し
て
、
日
本
が
目
指
す

「超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
を
全
国
に
先
駆
け
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
自
民

党
県
議
団
の
提
案
プ

回
ジ

エ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
、
年
齢
、
性
別
、
地
域
、
言
語
と
い
っ
た
様
々
な
制
約
を
乗
り

越
え
、
活
き
活
き
と
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
す
。
実
現

に
は
、
一〇
引
や
人
口
知
能
等
の
先
進
的
な
科
学
技
術
を
活
用
し
ま
す
。

そ
の
為
、
対
象
エ
リ
ア
は
、
一〇
引
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
通
信
網
を
先

行
整
備
し
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
で

検
討
が
始
ま

っ
た
サ
ン
ド
ボ
ツ
ク
ス
制
度
へ
の
対
応
も
進
め
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
国
の
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
基
づ
き

「鶴
ヶ
島
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
半
径
十
キ
ロ
圏
に
位
置
す
る
十
三
市
町
」

が
対
象
と
な
り
、
未
来
産
業
の
集
積
を
目
指
し
ま
す
。

自
民
党
県
議
団
が
平
成
３
０
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る

「政
策
大
綱
」
「市
町
村
要
望
」
を
提
出
！

□貝　　埼玉県議会自由民主党議員団では、来

制　碑
「度崎樽巫航雅猟り縣雌鯉杜嚇櫛厳隊動

鼎　罐版距船けま「姉副「要望」を奥野副知事

対　し肛勘跡橘劉囃絵畔従神″族対処受棚従

枇
”』艤昌
訳
野
硫
鴻
押
鳳
難
雰
う
ど

れ
攀
引掛肇
』
課
艶
朝型
声

卿
胴六利碑肺計ン訓漸帆ｒ働肺∞劉産授諜

蜘
　
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
政
策
大
綱
１
８
６
項

卿　叩Ｆ肺釧脚謹
・望襴鶏れ御明ぎ鴫韻埋望６

自
民
党
県
議
団
で
は
、
「埼
玉
県
犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
案
」
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
し
、
基
本

理
念
を
定
め
、
並
び
に
県
、
県
民
、
事
業
者
及
び
民
間

支
援
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪

被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け

た
被
害
の
早
期
の
回
復
又
は
軽
減
を
図
り
、
も
っ
て
犯

罪
被
害
者
等
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
条
例
制
定
に
向
け
た
条
文
案
を
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
、
広
く
県
民
の
ご
意
見
・

情
報
等
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
期
間
は
、
１
２
月
２
５
日

か
ら
１
月
２
４
日
ま
で
の
予
定
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
由
民
主
党
埼
玉
県
支
部
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

≦
≦
夏
Ｌ
ヨ
ョ
ム
〓
ご
ヨ
Ｐ
⊃
の
計

埼玉県議会議員

鶴ヶ島ジャンクションを中心とした未来産業集積拠点構想のイメージ図

パ
ブ
リ
ツ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
！

議

員
政
策
条
例
制
定

へ
！

県政のこと、 と等、何でもご相談下さい|

埼玉県議会自由民主党議員団県政調査事務所
住 所 :埼玉県鴻巣市東 3-11-18-103
電 話 :048-541-8110
ホームページ :http:〃nakayashittonet/

条例 P丁 メンバーにて犯罪被害者援助センターを視察


